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ペットとして飼育されている動
物は，コンパニオンアニマルとし
て家族の一員になった．飼い主
は，ペットの行動に一喜一憂し，
愛着を抱き，かわいがる．さらに
飼い主自身の感情を投影し，ペッ
トにも人格があるかのように扱
い，洋服を着せ，病気になれば人

間並みの医療を当たり前のように受けさせる．飼い主は
ペットに「愛」を注ぐのである．
獣医療の現場では，飼い主に愛され幸福そうな多くの
動物をみる一方，愛するゆえに問題を抱える事例にも遭
遇する．例えば，人間と同等に扱い，人間と同じ食べ物
を食べさせて何度も病気を繰り返させる飼い主の愛，片
時もペットを手放すことができず社会生活に支障をきた
した飼い主の愛等である．このような事例は，行き過ぎ
た飼い主の愛によって引き起こされていると考えられ
る．愛は時に人を狂わせるともいうが，飼い主のペット
への愛も，時に飼い主を狂わせる．
ところで，「愛」とはどのように定義されるのであろ
うか．
宗教的に愛は「アガペー」，「慈悲」，「仁」，「徳」など
と同義として理解されるようである．向けられる対象に
よって「家族愛」，「自己愛」，「母性愛」などに分類され，
宗教学者や哲学者によって様々に定義付けをされてき
た．宗教的な愛，対象で分類される愛は，“いつくしむ”，
“自分ことのように想いを寄せる”，“めでる”等の意味
を包含しているようだ．
心理学や精神医学においては，精神科医であるM・
スコットが，「愛とは，自分自身あるいは他者の精神的
成長を培うために，自己を拡げようとする意志である」
とし，精神分析学者の E・フロムは，「愛する技術は，
先天的に備わっているものではなく，習得することで獲
得できる」とした．経済学者でもある飯田史彦は，愛の
統合的定義として「愛とは，自分という存在の価値認識
と成長意欲から生まれるものであり，相手がただ存在し
てくれていることへの感謝ゆえに決断し，永続的な意志

と洗練された能力によって実行しようと努力する，相手
の幸福を願い成長を支援する行為である」としている．
これらの愛の定義は，愛が“いとしい”，“かわいい”な
どの感情的な思慕だけでは成立せず，相手の幸福や成長
を願う理性的な意志や行動が伴うものであるという点に
おいて共通している．
一方で，愛に似て非なるものとして“関係への依存症

（嗜癖：アディクション）”がある．依存症は，“繰り返
す悪い癖”であり，酒や薬物等の物質嗜癖やギャンブル
等のプロセス嗜癖はよく知られているが，恋愛嗜癖や共
依存等，人との関係に執着する関係嗜癖と呼ばれる依存
症も存在している
依存症者は，子供の時に不安定な養育環境を経験して
いることで，親に見捨てられるのではないかということ
から生まれている漠然とした不安を大人になってからも
抱く．同時に，自分自身の存在を卑しめられた屈辱感や
そのために生じた世の中に対して慢性的な空虚感を有し
ており，これらの感情を外からの力（物質やプロセスや
関係）を借りて埋めようとするため，常同行動として嗜
癖を行うと理解されている．
特に，関係嗜癖の場合は単純に特定の関係に固執する
性質が認められるだけでなく，必要以上に他人の問題に
お節介に入り込み救済者になろうとし，他人が落ち込む
のを見ると必要以上に自分も滅入ってしまい，人の気分
を変えようと必死になってしまうという行動パターンが
見られることがある．
これは，一見すると人を慮っているように見える行動
だが，相手の幸福や成長を願う理性的な意志に基づく行
動ではない．自身の空虚感や不安を埋め，自分の存在の
安定感を得るため相手をコントロールしようとする行動
である．ここが愛と関係嗜癖の行動における決定的相違
である．
このようなことを踏まえると前出したペットに人の食
べ物を与えて何度も病気にしてしまう飼い主やペットと
離れられず社会生活に支障をきたす飼い主は，ペットを
健全に愛していると言えるか疑義が生じる．そして，仮
にこれらの飼い主のペットに対する行動が愛でない関係
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ではないかと考えている．
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嗜癖に基づく行動であったとしても，これらの飼い主は
何らかの生きにくさを感じながら生活をしつつ，ペット
を飼うことによりそのバランスを保っているように想像
される．
愛は，感情的な思慕だけでなく，相手の成長を願う理
性的な意志であり，ひいては自身の成長に繋がってゆく
行為である．愛のこの定義を踏まえながら獣医療を行う
時，獣医師は医療行為で動物を援助するだけでなく，そ
の飼い主の力になることも可能なのではないだろうか．
獣医師こそ飼い主とペットとの関係を「愛」に昇華する
手助けができる存在と思われる．そして，獣医師は，
「愛」というキーワードで動物と飼い主に関わる時，今
までの獣医療に付加した新しいサービスを提供できるの


